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吉崎先生略歴

機
大阪府に生まれる

府立八足中学校卒災

ペンシルバニア大学歯学部乍業

ドクトル・オブ・デンタルサージ

ェリーの称号を受ける

大阪歯科医学専門学校教授

大阪歯科医学専門学校付腿胸l塊腿

財団法人大阪歯科大学理･j;

大阪歯科大学教授（新制）兼火阪

歯科大学付腿病|塊

大阪歯科学会顧問

大阪歯科大学々長

京郁大学より医学博上の学位を授

けられる

大阪歯科大学大学院教授兼圧

第10同日本鯛科医学公総会々頭

蜷綬嘆賞を授けられる

｣E五位勲三螺を授けられる

死去， 80才

明治17年5月13日

明治35年3ﾉ］

大正5年6ﾉ｣

大正10年12ﾉj

昭伽6年9ﾉj

昭細22年7ﾉj

昭和27年4J1

III{FII28年1ﾉj

昭伽32年4月

1IIWI134年8j］

へ

昭MI36年4月

昭和38年

昭和39年11ハ

昭剛40年2月

昭li140年1月19[l
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吉崎誓信先生逝去きる
垂

悲しみのうちにも盛大な大学葬

故占崎学艮の大学罪は2ﾉ17n(I I)本学識堂で，厳しゆくに， しかも盛大に汀なわれた・

当日は，故人の遺徳をしのぶかのように冬季にはまれな好天に恵まれ，午後1時からの葬儀

式を待ち切れず，早くから多数の会葬省がつめかけ，本学玄関前に仮設された受付の人々をあ

わてさせた．参列者は，その後，続々と蝋え，ついに1500人の多くを数えるに至った．講堂内

は立雛の余地さえなく，場内に入り切れない参列者は廊下に溢れ，会場外にも用意されたマイ

クを皿じて葬儀の進行を見守る状態であった．故学艮の遺徳がいかに大きかったかをあらため

て思いしらされる．

参列者は，各歯科大学IAI係，校友公，順科医師会関係をはじめ，各界の名士多数がつめかけ’

Zil･関係省は，その応待にひきもきらぬ有様であった．

非職は，飯塚皿1#良を非雌委i｣良に，白数新学艮，締万校友会艮を同刑委旦峰として’午後

11i*から葬儀式， ノF後2時から告別式が， それぞれ神式によりとり行なわれた．

式場前方の中央には特製の祭岨が没Wiされ，蒙華なうちにも簡潔な神殿が神式特有の清潔’

厳しゆくな空気をかもしIIIした．築地の中央には故学長の遺影とともに，栄誉をたたえる藍綬

褒賀，正五位勲三等の勲紀が一きわ光彩を放ち，各方面から贈られた供花類も一段と会場を引

き立たせた．会場のあちこちに血てられた巡族席，米貨席，非熾委貝席などの立札が参列者の

気持ちを引きしめる． しわぷき一つしない血苦しいほど静漱な式場の空気は葬儀式のことばに

よってはじめて破られ, il蠅な' |』にも盛大な大学非がいよいよ始まった．

葬儀は式次節のIIIiに従って，何の渋淵もなく進められる．神'白の動作の一つ一つは型にはま

り切ったようでありながら参ﾀﾘ省の心を打つ．祝詞が炎上されて，緊張の度はますます高まっ

てくる．そして，祭主飯塚巡り眼の祭文， 白数学長,愛知文部大世’左藤大阪府知事，岡本全国

歯科大学学良会議々艮，中原Ⅲ本歯科医師公々髭，紺方校友公提，学生代表と弔辞が続々と引

きつがれると，倣大な先生を火なった悲しみが参列者の心底深くしみこむ．悲しみの底に沈潜

しながら，先生の御遺志を継ぐことの亜大さを揃切に感じさせられる．

そのような雰囲気の中で206通におよ蕊I|蝿が披露された．その中で故学塁の母校ペンシル

バニア大学同窓生のI|j電が人々の注目を惹いた．

斉主，祭主，喪主，来資，親族の順に玉串奉典が行なわれ，緒方葬儀副委員長の謝辞をもっ

て葬儀式は終り， 2時過ぎから告別式に移る．

いよいよ一般会諜者の玉串奉典に移ったが，あまりにも多数のため，奉典の列は予定の3時

を過ぎても絶えることなく，脊幽の挨拶が終って告別式がI1鄭終了したのはすでに4時に近か

った．

葬儀が完了しても，会弗者はなおあちこちにたむろして先生の御遺徳をしのび，盛大な葬儀

の余音は式場内外にいつまでも残っていた．

葬儀委員諸氏の御苦労もさることながら，今さらながら故学凝の偉大な御遺徳を感ずる．

"里

へ

ノ



大学葬しめやかに挙行

故吉崎先生ゆかりの天満橋学舎で
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士
口 崎先生をいたむ

私は現在校友会の寅任者として，業務を運営しているが，今一審脳裡を離れないことは，前

校友会長であられた故吉崎無信先生の遺徳である．

吉崎先生はたしか校友会長を2期連続してその亜黄をはたされたと記憶している． その間色

々と革新的なことをやられた．丁度ケネディの米田大統領就任のときにもあたり， ニューフロ

ンティア糀神に近い考えを旧い校友公にとり入れられ，組織の芯返りと充実に，縦描の経倫を

振われたのである．

この組織の固まった丁度よい時期に私にバトンを渡され，今後とも一屑校友公の一致団結を

望まれていた先生の遺志を揃いほど強く私は感銘している．

もともと私は吉崎先生とは理了}下として一締に大学運営のため努力してきた仲であり， その人

となりは充分に知っているつもりだ．初めて私が先生を知ったのは昭和2年の2月頃で， 当時

の学生に頼まれ，先生の本町診療所を尋ねたことが初まりで，次は私の南区の今は戦災で焼け

てない診療所に先生自身の問題でM1談にみえられて以来，御親交を願っていたのである．

先生は健康であり時間を守られることには特に敬服していた．

信仰の深さと自分の信念の強固さにより現在の大学の殿堂の落成，大学院の設慨は先生の生

涯を通じての快心了IFであったと，今さらながら功統が偲ばれるのである．

この春には激職を去られ，功なり角を遂げて悠々fl適される境遇であられた．先生の身辺を

考えると，先年アメリカ割学以来の永年の御夫人をなくされ淋しい御ﾉk派であったと涙するも
のである．

戸、

校友公会長

舞芳鍵墜
戸、

謹しんで故吉崎誓信先生の御冥福を

お祈り申し上げます

澱大阪歯科大学

大阪歯科大学父兄会

大阪歯科大学校友会

大阪歯科大学教職員会

8



の教授として在任され，その間付属病院長，総務部長

などの要職を歴任され，昭和32年より学長として最高

武任の地位にあること実に8年間本学の発展充実のた

め教育研究大学運営の鬼となって精魂のかぎり傾けつ

くされたのであります．また法人理事として19年間，

よく飯塚理事長をたすけ，その分身として当時極めて

苦難な学校経営に，いばらの道を突破されてきたので

あります・おもえば御在職40年間の母校の歴史は幾多

の迂余曲折，波乱に富んだ苦難の道でありました．終

戦後の学制改革．進学課程の新設，付属病院及び本学

舎建設，大学院設瞳などの幾多の大事業を見事完遂さ

れ，難関を乗り越えて母校を今日の大に至らしめられ

た先生の偉大な功紙を私たちは心よりたたえまた心よ

り感謝するとともに永く大学I篭史のさんたる一頁を飾

ることでありましよう．先生の高迩な学識と卓越した

指導力，比類なき統率力をもって全学をひきい，事に

臨んで常に中正を以って対処され，人に接しては温容

寛仁の態度を持たれ衆望を一身に集めて慈父の如く慕

われ，ひとしく尊敬の的でありました．私はある一事

に'i,蝿を傾け尽している人の姿ほど素晴らしいものは

ないと恩います． しかも男子の場合それがなんであろ

うともわけても，教育に脇目もふらず一つのものを追

いかけて止まない姿こそ吉崎先生でありました．

思えば先生は日本歯科界の先覚者として，その尊い

80年の生涯を終えられました．揃惜哀芙極りなく全く

弔辞

白数美輝雄

故大阪歯科大学々腿，正五位!WI三等医学博士，吉崎

誓信先生の御英笠の前に全教職uを代表し瀧んで妓後

の御言葉を捧げます．時恰も昭和40年の新春も半を過

ぎ， 自然の万象寂として荒蓼の気天地に満つるとき私

達の敬慕してやまなかった先生は, 1500有余名の教職

員と学生を残し静かに，櫛かにこの世を去って逝かれ

ました．昨年の終り頃から徴慈にあられた'lfは知って

おりましたが， 12月23日教授会にも御出席され，亜要

な諸案件を採決されたのであります．私述はうかつに

も，あのように御病状が進んでいるとは夢想だもしな

かったのであります．理戦会，教授会，亦はその他極

々の会合にも先生は，苦ﾘ,Wをしのんでll州されていた

のであります． しかしそのllll,私述は一度も先生の苦

しそうな御顔色を見たリドがありません．古武士といお

うか聖者と申しましょうか，ただ頭の下る思いが致し

ます．吉崎先生は本学の前身，大阪幽科医学哩門学校

に大正の末期より赴任され，通算40年の永い間，母校

へ
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夢のようであります．先生は定めし母校の将来に対し，

万解の思いを残されていることでありましょう．

｜職々今や先生の柵顔に再び接することが出来ません．

先生よ錐あらばどうか見て下さい．師弟恩愛の憶出に

涙を秘め，先生の鯉にふれるべくたちがたい思慕の情

に迷いて，おるがむ全数耽員の姿を，然し私達は徒に

悲嘆の涙にくれることなく，悲しみを秘めて浴起し，

先生の脈々たる至悩至統の御遺志を継承し，依鉢をつ

いで益々団結して総力を結災し，母校将来の発展に迩

進する覚悟であります．希くば伍天の英笠よ母校の空

をあまかけりつつ何卒何卒私述を鞭維御加謹あらんこ

とを． （大阪歯科大学々長）

をいたみ生前の功縦をたたえ，つつしんで‘|)辞といた

します． （文部大臣）

飯塚淳一郎

本日ここに故大阪歯科大学々長，理正五位勲三等

吉崎誓信君の大学葬を執り行なうにあたり，膜みてみ

霊に白す．君は大正10年本学の前身大阪歯科医学呼門

学校教授に就任し，爾来通算40余年にわたり，歯学教

育とその向上発展のためにつくされ，殊に昭和22年大

学に昇格してからは財団法人理1劇陶I繭|塊長として，さ

らに同32年学長に就任後は教育内容の改泌と施設設備

の拡充に努力され，もって現伍の)IM|塊と大学校舎の建

築及び，大学院の設腫を完成するに至らしめた功紙は

極めて顕著であり，私の深く感I洲してやまない処であ

ります．君は査任を重んじ, !liｻ熱をこめてひたすら本

学の発展のために献身され，また常にかくしゃくとし

て壮者を凌ぐほどでありましたのに図らずも昨年秋以

来健康を害し，専ら医治療従につとめられたがその効

もなく去る1月19日遂に白玉楼中の客となられたこと

は本学の大損失であるばかりでなく，我々関係者に校

友一同の痛惜措く能わざる所であります．然しながら

君の功績は空しからず昨年11月隙綬褒章を授けられさ

らに今回正五位勲三等を賜わるの名番に浴し，余栄極

まれりと申すべきでありましょう．加えるに君の後を

つぐ学長は既に定まり，その他君の遺志を継承する新

進学徒甚だ多く，本学の前途は洋々として何ら憂うべ

きものはないと信じます．

み霊よ，希くは安んじ給わんことを，本日ここに君

が御生前の功績を偲び大学非の礼をもって，み錐に永

遠の別れを告げる言葉といたします．

（大阪歯科大学理11:li)

へ

愛知擬一

大阪歯科火学腿医学|#土吉崎煤信氏がせい去され本

日ここに大学非がいとなまれるにあたりつつしんで哀

悼の意を表します．譜は大正5年北米合衆国ペンシル

バニア大学歯学部を卒災し，その後大阪歯科医学専IIW

学校教授同付随医|塊長を経て昭和24年大阪歯科大学教

授となり，同付脱病院良を兼ねられましたが，同32年

学長の亜蛍をにない今日にいたられたのであります．

この間君は歯学に|則する深い造詣をもって学生の研究

を指導され付隅病院$錐の進展をはかり，さらに発展

途上にある大学の運営に尽すいされよくその職黄を全

うされました・君はまた大阪歯科学会顧問大阪口腔衛

生協会々艮等数多くの要職にあって， 日夜寝食を忘れ

て活離されました．大学今日の隆嘘とともに当地にお

ける歯科学研究の振興ならびに口腔衛生の進歩向上は，

この君の終始かわらぬ棚'尽力に負うところが，はなは

だ大きいと恩うのであります．君がその生涯を通じ学

者としてはたまた教育者として， わが国の学術教育

社会文化の進股に頁献された業紙はきわめて顕著なも

のがあります．昭叩Ⅱ39年雌綬褒箪を受章され，このた

び正五位に叙せられ勲三聯瑞宝蹴を授けられましたの

は，ひとえに沼.のj迄年にわたる淵liかしい功絞によるも

のであります．君はすぐれた人絡と淑見によりつねに

IWI:|の信望をあつめられ，医学界の長老として最近に

いたるまで後進の指導育成になみなみならぬ熱意を注

がれたのであります． しかるところ，君はかねて病の

ため御療鎚とのことをうかがい，わたくしどもは一日

もすみやかに御回腫のほどをお祈りいたしておりまし

たのに，薬石も効なくにわかにせい去されましたこと

はまことに揃惜に蝋えません． ここに深く君のせい去

毎国
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水準に到達せしめた先生の業紙の陛大なることは歯科

界一般が深く感謝の意を表しているものであります．

又この間かたわら当地に診擁所を開設し公衆歯科衛生

の普及向上にも寄与された．史に昭W121年には同校の

理事となり学校経営に執掌し或いは文部符教育審議委

員会委員となり，文部行政に参画し，又口本歯科医師

会歯科教育審議会委員として医政えも尽捧され次いで

昭和32年大学学長に就任される等先生の英迩なる盗質

と非凡なる才腕は常にl噴々たる名声を博し歯科界に隙

大なる足跡を残されたのであります．一言にして尽せ

ば吉崎先生はその人がらとして実に｢よく出来た人で」

ありこれこそ先生を表現したすべてであるとIIIすこと

が出来ます．不幸浦のおかすところとなり遮かに先生

を喪いましたことは殊に私としてﾘ,洲ﾔに堪えません．

ここに大阪歯科大学非に臨み恭しく敬! Ijのまことを捧

げる次第であります．

（日本歯科l"'li会長u本棚科大学良）

弔辞

露巴

へ

緒方終造

故正五位勲三等水学々艮吉III＃醤信先生俄に長逝され

哀悼の'i,Yに堪えませぬ．先生は大正10:年12ﾉ]大阪歯科

医学専門学校教授として就征せられ爾来40年|Ⅲ学生の

指導に当られその間昭脚122年学制改革により大阪歯科

大学が設立されるや理､l腱をWIiけ水学の腿礎を築かれ

遂に大阪歯科大学及び大学院の雌設等の功紙は非常に

大きいのであります． また7000有余名の校友を世に送

り，また若普ならびに論文を続々と発表されて口腔治

療の発腱のため大きな足跡を残されたのであります．

さらに29年間の長きに渡り付･腿撫|塊長とし，昭和32年

4月学長に就任されて以来今日までその亜蛍をはたさ

れたのであります．その上昭和33年より4年間校友会

長として御指導下さいましたことは感謝に堪えない次

第であります．凶らずも昨冬以来病臓に日され看謹薬

石の効も空しく遂に不帰の人となられました．洵に揃

惜哀悼の情に堪えない所であります．弦に生前の功絞

を感,洲し，願わくは安らかに棚I1摂目され永えの冥福を

お祈りする次鯏であります．

（大阪歯科大学校友公々長）

藤井東次郎

正五位勲三等水学学艮吉崎醤信先生俄に腱逝され哀

惜に堪えませぬ先生は我々父兄会遮営についても常に

御指導を賜り私達の子弟にそそいで蛾いた御愛悩は到

底筆舌には言いあらわすことができません．会員一同

が先生を御したい申し上げたのも決して故なきではあ

りません．蓮に識しみて深甚なる感謝並に敬弔の意を

表し御冥福をお祈りします．

（大阪歯科大学父兄会々瞳）

へ

岡本清鯉

大阪歯科大学民吉崎誓信先生には，かねて伽療従中

と承わり，私どもはひたすら御快癒を祈っておりまし

たが，ついに去る1ﾉjl9日仙l逝去になりましたことは

誠に哀惜の情に堪えません．先生は大1E5年米国ペン

シルバニア大学歯学部を御卒業になり，棚l帰朝後は，

大正10年以来今日まで実に40数年にわたり終始一興，

常に枢要なる地位にあって，大阪歯科大学のために御

尽津なさいましたことは，ひとり同大学の今日の隆昌

をもたらしたのみならず，わが111歯学教育の興雌，学

界の進展の上にも，大なる貢献をなされたのでありま

して，私どもの斉しく感謝に堪えぬところであります

中原 実

謹んで大阪歯科入学腿故占III6醤信先生のみたまにIII

上げます．先生は夙に州科界に志を立てられ，大正5

年6月ペンシルバニア大学を卒災，大IE10年帰朝同年

12月大阪歯科I麓学邨門学校教授に就|r,同校付属隆院

副院長，同院長等を朧|正, n米今｢1まで40年の良きに

亘り終始幽科教育に専念されf鯛の教育と伽科医学の

進歩発達に戊献し今11大阪鯛科大学をかくもI蔚度なる

I／



ますや，公私ご多忙のIIJにありながら快く会艮就任を

承諾せられ，広く府民の口腔衛生普及事業に尽粋せら

れたのであります．更に昭和38年10月の下旬に第10回

日本歯科医学会総会を当地大阪市に開催することが決

定されますや，同37年10月その会頭に就任せられ’困

難な準備業務或いは学会当日の運営の統轄に当られま

した結果この学会には， 日本全国の歯科医師が実に

7000余名もの参加があり，遠く海外からも著名な歯科

医学者の参加がある等， 日本歯科医学会初まって以来

の盛会となり我が国における歯科医学の進歩発展の現

状を全国歯科医人のみならず，広く一般国民にも認識

せしめるに足るものとなったのであります． これらの

大事業を無事果されまして鞘安堵せられたものか，先

生は岐近とみに健康を害われたようでありまして’我

々も憂瞳致しておりました処，旧臘に至り悪化し，年

改まります早々遂に不帰の客となってしまわれたので

あります．平業慈父の如き温顔に接し,限りなき敬愛

のまとでありました．在りし日の先生を想い今日なき

先生の御霊を前にして惜別の情に堪えません．先生の

御寵よ永遠に安らかなれと祈りつつ，大阪府歯科医師

会並びに大阪口腔衛生協会を代表致しまして蕪辞を連

ねIIj辞と致します．

（大阪府歯科医師会々長

大阪口腔衛生協会副会長）

昨年11月，朧綬愛車を授与されましたことは，先生に

はむしろ遅きに失したこととは存じますが，歯学教育

に尽された御功績に対する当然な栄番として私どもの

大きな喜びでありました． しかるに，歯学教育の一つ

の転機に立っていると思われる今日，更に一脳の御指

導を願わねばならないことが山戦しております折柄，

この敬愛する先錐を失いましたことは，誠に揃恨の極

みに存じます． ここに先生にお別れするに当り，長年

の御厚誼と御指導とを深謝し，心から御冥福を祈りま

して弔詞といたします．

（全国歯科大学々長会談代表）

へ
鶴身紀雄

瀧しんで故吉崎学瞳の御漉に哀悼の意を捧げます．

先生が，病に倒れられた事を耳にし私遠一同御全快の

一日も早からん事を，ひたすらお祈りIIIし上げており

ましたのに，そのかいもなく御他界なされ私述唯々無

限の悲しみに，ひたるのみであります．思い返せば入

学式の日以来先生は，折にふれ磯をみて私逆に歯科医

学の進むべき道，学生のあるべき逆を御教示下され，

又本学の学生としての誇りを，私達に植え付けて下さ

いました．それが…．．

温い目で私述を，見守って下さった先生の間大な人

格に岐早や接する邪が出来ないかと思うと，私述の心

は悲しみで一杯です．然しながら私述は先生の教えを

胸に刻み，在学生一同に代りまして歯科医学の発展に

専心糖励到します邸を班前にお誓いして，この悲しい

お別れの言葉と致します．

（,征学生代炎）

へ

西山幸男

昭和40年1月19口社団法人，大阪府歯科医師公名僻

会輿並びに大阪口腔衛生協会々長吉崎醤信先生は卒然

としてご逝去されました．想いますと，先生はアメリ

カ合衆国ペンシルバニア大学において歯科I渥学を修偲

せられ大正10大阪歯科医学専門学校教授に就任されま

して以来，前後実に半世紀の長きにわたって，その蝋

を泰ぜられ殊に昭和32年学長に就任せられまして，今

日まのあたりに見るこの堂たる|縦容の大阪幽科大学，

学舎を完成されたのであります．そのIIII,昭卿130年4

月大阪府歯科医師会の名誉会幽に樅燃せられ，又II8和

32年4月本会を中心に大阪口腔衛生協会が創立せられ

亀
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の言蕊を述べさせて頂くと同時に，大阪歯科大学の将

来益々御発展されることを御祈りする次第であります

(II本歯科脹師会々長・日本歯科大学長）

追悼のことば

蔦
岡本清櫻

吉崎先ﾉﾋを偲ぶ： 昭和37年6月Pennsylvania大

学を訪れたとき, L.W.Burket歯学部長は，ペン大

学11l身で｢1水の州学界をリードしている人々を知って

いた．吉'11断先生もその一人であった．先年米国歯科医

師会長で団長として米11されたEnnis教授と同級だ

ったと，先生からきいたが，そんな話をするときの先

生は，柵顔そのものだった．

私は大阪:(1"14年であったから，先生にはときどき

お目にかかる機会があった． しかし，とくに親しく話

し合うようになったのは，愛知学院大学に歯学部がで
きてからで，歯科大学々長会議に出席しても，なんと

なく兄71したくなる親しみを感じていた．御病気と知

ったのは昨年蕪ごろであったが，ついに幽明を異にし

てしまったことは，揃惜の極みである．

現〈Eの歯学教育で砿大な問題は，国立大学に歯学部

中 原 実

吉||附さんの討卜報に綾し，私は全く痛恨の極みにたた

された感がいたしました．吉崎さんは歯科大学々長の

巾でも長老として仙人から，いろいろ批判されること

のなかった実に立派な良くできた人として，大阪歯科

大学の学長さんとしてより，吉崎さん個人としての人

緒の高潔さが特に私の印象に深く残っております．歯

科界多堺多難な時に，まだまだ長命を完うされると思

っていたあの吉崎さんを失ったことはひとり大阪歯科

大学ばかりでなく， 日本の歯科界のためまことに残念

至極であります．吉崎さんのことですから後事万端充

分の用意をなされておると思いますが， ここに御悔み

一

一

【

１
１

授
元

教胆治|囑，内科学

西 川
淫
垣病 状 報

生
国

が認められました． この状態では肺癌を第一に疑わ

ねばならず早速入院を御進めし20日より一週間国立

京都病院にて粘密検査を続けましたが，その結果は

残念ながら肺猫とそれに依る気管支の圧迫に依る肺

の拡張不全で，既に外科的手術は勿論放射線治療も

不可能との結論に達しましたので，先生の御希望に

依り退院され自宅で御静養して頂くことになりまし

た．以俊は抗織物賀，抗生物衝，強心剤，造血剤等

の投与と御安静にされた結果，一時的には溺重も全

く無くなり呼吸困難もなくなり，御気分も良くなら

れました． しかし， 11ﾉ]初旬頃より癌の進展に依る

胸揃が強く，夜間も殆んど寝られぬ時が多くなりま

して，それと共に再び衰弱が加わって参り， 39年12

月の末からはﾙﾐにつかれたままで本年に入って御衰

弱が推々加って参りまして， 11ﾉJ夜半には一時数分

間の呼吸惇I上を見ることすらあり， 19日午前2時御

死去されました．

校友公から故吉崎学長追悼号に主治医として病状

報告の様なものを番くようにと求められましたので，

簡単に病状並びに経過を報告させて頂きます・

故吉崎学長御死亡時の摘潟は肺癌，之に依る全身

衰弱のため昭和40年1月19日午前2時0分御死去さ

れました．

初めて学長を御診察申し上げたのは， 39年9月11

日ですが，その前々口の9日の教授会終了後，夏休

みより疲労感と呼吸困難があるから一度診察してく

れぬかと御話がありましたが，当日は学長の御都合

もあり, 11nを約束しました．

11p診察III上げた所見では，全身に特に顔面四肢

に浮脈が強く，顔面が薪白で，脈樽60,緊張良です

が3～4回に一度の結滞があり，心音は正常で第二

肺動脈音は冗進し，左11m部下部は前後而共に呼吸音

が聴取lll来ず，早速x線胸部撮影しましたところ，

f肺下葉は不全拡張症又は巨大な腫瘍を思わす陰影
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がぞくぞくと無訓･岡に， しかも大学没iWUI(準を雌視し

て設立されることである．私9､jをのみに厳しくJ1§準を'J:

らせて， ’11立の甥介は全くひどい年次i;l･liliを容‘認して

いるなど， 1燗学教育を文部肯みずからが破壊している．

もし吉崎先生がおられたら，おだやかな態度で， しか

も峻厳に当局を叱陀されただろう． この亜大なさいに

先生を失ったことは，われわれの一大損失である．

かつて戦争前に，小児l蜘科治療の御識淡を拝聴した

ことがあるが，それ以来私はわが意をi1｝たりの感を深

くし，親愛の'i,'iを深く抱くようになった．その頃小児

歯科の話などをする人はあまりなかったので，非常に

印象的であった． これは先生がペン大学仕込みの知識

をもとにされたものであったにちがいない．最近，歯

学教育蕪準の試案ができつつあるが，満座制にした場

合に小児1燗科学は除かれているらしい．新しい学問だ

から先生がいないだろうとか，いろいろいわれるが，

学問の性絡からも当然洲座に入れねばならぬものであ

る．吉l崎先生がこれをきかれたら， さぞ悩慨されただ

ろう．学長会議の朧上，先生の御遺志ででもあるよう

に，白数新学長は繊座に入れるべきであると賛意を表

された．欧米のl蜘科那怖を知るならば，当然のことで

ある．新しい歯学の分野の開術に，先生の御加護をた

まわらんことを．

毎年のことながら，先生の年礎状をみるのはたのし

みだった．今年もいただいたが，あの飛硯の雄押なこ

と，ただ見1Fというよりほかはない． この賀状を書か

れたころは，病状が悪化していたそうだが， うちに秘

めた豪快な気宇が最後まで失われなかった．先生の御

冥福を祈る． （愛知学院大学歯学部長）

た．

近来特に閑学教育の亜要I1Zが揃感せられます折に，

先生が御逝去されましたことを心からお悼みIIIし上げ

ますとともに，誰んで先生の御冥福をお祈りする次第

であります． （大阪大学州学部長）

坂 晄

吉崎先生と私：先生が我が国におけるl燗科教育者

の第一人者として現代の大阪歯科大学を完成され，歯

科医学の発展に貢献せられた功紙は余りにも伸大であ

ったことは今さら巾し上げるまでもないことで, IW家

は昭和39年には礁綬褒軍を，また40年には正五位勲三

等を贈り，その栄播を顕賞したのであります．

至誠忠実，ほとんど疲れを知らずの縦枇の御活踊が

あるいは先生の死を早めたのではあるまいかと，傷心

の限りであります．

吉崎先生には学生時代から識談を受けていたが，私

が，学問的にまた人間的に先生から蕪陶を受けるよう

になったのは卒業して先生が当時付属瓶院長として就

任されてからで，爾来今日まで30余年に及んでいる．

その間，先號，同僚が多数いたわけであるが, fl分で

感ずる限り，私くらい先生に叱られた者は余り多くな

いとおもう．それは先生の御気に召さないことが多か

ったことは勿論であるが，先生が歯科一途に献身され

ていたのに反して，私が一応娘楽一とおりを楽しんで

いたためであると考えられる．

齢40をすぎてから，はじめて先生の鉄は赤いうちに

打てとのことわざどおり，若いうちに愛の鞭を与えて

下さったものであると， さとることができるようにな

った．曲りなりにも今日の私にまでお引立て下さった

先生の大恩を考えるとき，終生忘れることのできない

感謝で一ぱいであります．

にわかに巨星を失ったことは学界, 11校にとって大

きな損失で，揃恨に堪えないが，われわれIII1下生一同

イー、

P,
｝

山 本 巌

故，吉崎秤信学長はその生涯を歯学教育と大阪歯科

大学樅備充実に擁げられ，特にllt界一の規模を誇る歯

科大学を処没されましたことはﾙﾘ知のところでありま

す．

このたび突然の伽逝去は俄みてもなおあまりあるも

のと存じます． ロ水における歯科医学発展の一つの葹

要な一段階ともなりました，第11回日本1蜘科医学会総

会が去る昭和38年に大阪で|}'1樅されました際，先生が

その会頭としてこれを主催せられましたが，私はその

mll会頭として親しく先生に接する機会を得て， その

「枯れたお人柄」にひとしお感銘深いものがありまし

隅
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失に関係する問題になると， さらに歪められやすい．

これらのことは，蝿性によってかなり制禦されるが，

皿性ばかりで処蝿すると器械のような冷たい人間にな

って，人々の支持が得られなくなる．

一つの組織を同く運営する難かしさは，そこら辺り

にあるようである．

吉崎先生は現代では珍らしい非常に暖かい，そして

皿念のお人であった． （生化学・教授）

追悼のことば

蔦

の心の内に生きている先生の感化は，永久に失われな

いもので，それぞれ木分を尽し，鴻恩にすこしでも報

いたいものと念願する次第である．

先ﾉﾋの安らかな永眠を心よりお祈り申し_上げます．

（保作学・教授）

福地芳則

恩師吉崎先生を悼む：わたくしにとり，昭和40

年1月191･1は終生忘れることのできない恩師，吉崎先

生と永遠にお別れしなければならない日となってしま

った．天寿とはいえ，突然のことで荘然自失，ただた

だ追憶の涙を禁ずることができない．先生とわたくし
えにし

との縁は学窓'1寺代はいうまでもなく，昭和10年卒業

以来今日まで慈父とも慕い，また，口腔治療学専攻の

場においては厳絡な御指導を仰ぎ，常にその膝下にあ

って物心両面にわたり幾多の御薫陶を誰よりも多く受

けたわたくしとしては先生の死に直面して心の支柱を

失ったも同然，前途|}開たんたるものがあり，その思い

IIIは余りにも朧大な先生なるがゆえに何から申しあげ

てよいやら，あれも， これもと脳裏を去来するのみで

飛舌でいいつくすことはできない．晩年は母校大阪1噛

科大学にとっても全学あげての象徴的存在であり，先

生の熟臘断行の信念は何'j『につけても成らざるものは

なく，今｢1，天満川II'トにそぴゆる母校の偉容こそ，そ

の股たるものであり，朝な夕な仰ぐにつけ，今更のよ

うに偉大な先生の悌が髪罪とし，追慕の怖を禁じえな

いものがあります．今後は，ただいたらざるわたくし

ではありますが，先生の御遺志を堅く守り，斯道の発

展に全力をあげることを誓い，先生の御霊よ，安かれ

と心から祈るのみであります．合掌．

（口腔治療学・教授）

へ

柳生嘉雄

吉崎先生が急にお元気が無くなられたので，お歳の

せいかなあと噂話をしていたが，まさか命とりの病気

にとりつかれておられたとは露知らず，先生にいろい

ろと難題を持ち込んでいた．待望の大学院が設慨され

たとはいえ，まだまだいろいろな特殊研究施設の完成

が要望されていたのである．先生はこれに答えるべく

大きな夢を持っておられ，大学の研究の振興に心を砕

いておられたのである．われわれは大学の使命速成の

ための強力な指導者である先生の'WEllt巾に，その夢

を実現して頂けるものと大きな'’1符を懐いていた．

ところが昨年求先生の御ﾙ斯気は柵らしいというll帥さ

が立って僻然としたのである．まさかそれから1か月

後に幽明境を異にするとは恩いがけないIII｣<1『だった

私は先生の峡位叙勲III講のために功紙洲ill:を作成して

いて，先生が通算40年間，水学の為に否わが111の附科

界に尽された御功紙のいかに大きかったことを浦1蝶し

たのである．大学罪の開式に先立って，私が先生の略

歴を報告する光栄に浴したのであるが, illi式の厳粛な

大祭場で笙轆蕊の音も絶えて，報告すべくfちあがっ

たとき，また，また哀悼の涙にくれたのである．

もはや先生はかえらず，現代医学のはかなさよ・

(I二1腔術ﾉIf・教授）

へ

矢尾太郎

吉崎学是と図苫館：木学は昭和22年6月に旧制大

学に，ついで昭和27年に新制大学に昇格した．単に大

学になるというだけでは，一人前とはいえない．大学

院をもち，論文審査権が与えられて，初めて立派な大

学である．

それには遮物はもちろん，内容が相当充実していな

ければならない．内容の必須条件として図書類が問題

多和敏－

どんな人でも，感愉によって支配されることは避け

られないが，そのことによって人間関係が美しくもな

り，醜いものにもなる．

また．価値判断も左ｲ『されやすいが， ’'1己の利瞥禰
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はしんみりと「僕の近親には職でなくなった者が多い

僕も焔が命取りになるだろう」と．私はf＃然として突

差に「先JIiはガンコだからガンにはなりません，ガン

コでなくなればあぶないですよ」と云って笑話にして

しまって，一本取ったつもりでいた． しかし之も今と

なっては身をつまされる悲しい恩lliとなってしまった．

ほんとに吉lll6癖信先生は御名の如く信念のお人であ

り，また数多くの教え子述にそれぞれ深い印象と教;lll

を残された，大先生であった．眼目．

（補綴学・教授）

になる．

そこで当時図苔館長をおおせつかっていた私は，吉

llli学長に対して，朴l当無理な注文をII1しあげ，図Il館

の充実をはかった．

先生には， この間の事傭をよくご了解いただき，当

時としては相当無理だったかと思われる臨時予算につ

ぐに臨時予算をもって，外国医学雑誌のバックナンバ

ーを，そろえることに，たいへんご協力をいただいた．

私は当時の拝田司普と，たびたび上京して，丸牌の

本店と交渉を重ね，多数のバックナンバーを購入した．

その中には，今日では， とうてい入手できない貴飛な

ものが多数ふくまれている．

まったく，よい宝を買っておいたものだ．

この点吉|崎学長の先見の明に，今さらながら頭が降

る．先生は水学図番館の永遠の恩人である．

（理薬学・教授）

口 善之谷

北の窓辺から

銀ばしをながめ川ゆく舟･をながめ

そこはかと思う先生のこと

/ー、

天というはいかにあるらむ先生の
まなびや

お眼この学舎をみそなわすらむか
中村俊一

吉崎先生のおもいで：学内外の多数の人々のせつ

なる祈願もむなしく吉崎先生はついに永眠された． ま

ことに悲しいことである．静かに目を閉じれば先生の

在りし日の思出が次々と走馬燈のように忠出されてく

る．今その二，三を記して先生をしのびたい．

何と云っても第一に思出されてくるのはあの特徴の

ある大声での思い切った御言葉である． もう35年もの

昔，私は母校に残り初登院の時の先生の御言葉である．

「努力デス．努力シテ失敗スレバ後ハ私ガ引受ケマス」

と，経験浅き新mll手にとってそれは何と力強い励しの

御言葉であったことか，私は今もこの御言葉をかみし

めて毎年入る新副手にのぞんでいる．

しかし同じ御言葉についての思出の中にあまりに割

切って云われ真意を理解できないようなこともよくあ

った．私が入営する時の医局の送別会で先生より「バ

カニナリナサイ」と大声で云われ全くとまどった思出

がある．よく聞けば先生は頭を切り代へて砺務専一に

結励せよとの意であることがわかったが，全く思い切

った表現である．

次は先生の信念と実行力について敬服した思出が多

い．近時要務で御指示を仰ぐ機会が多かったが一度

「ヤリナサイ」と云われれば困難にぶち当る程先生は

強力に実行して下さる． しかし途中の変更は仲々骨が

折れ随分説明に困ったことも多く，一口に云ってガン

コな方であられた．

これについてこんな話がある．数年前のある日先生

み卿しのこの学舎の立つところ

つねにぞみたまやどりましてや （解剖学・教授）

白 山任男

吉崎先生と私との約束 丁度私が教授に就任した

のが30年5月当時院長であられた先生は私を呼ばれ，

「科にも抱負があろうが，臨床手術には兎唇口蓋裂こ

れに専念して呉れませんか， もう一つは無揃手術これ

にも徹してよく考えて下さい」と云われ，私もかねが

ね瀞えていたことなので即座にやってみますと御引受

けした．それから丁度10年兎唇口蓋裂の手術に関して

は，現(E予約せねば入院出来ない状況となり鱸しい悲

鴫をあげている現況である．そのIIIIに時々先生に御慨

告を巾上げ激励され，また喜んで蛾いたことと思って

いる．無揃手術この件に関しては，入院忠者について

は吸入麻酔により全く111姉となったが, 1'i)所麻酔にて

R

尚
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追悼のことば 中村正雄

;Wかりし頃，仕1；で7日ばかり徹夜をし，そのあと

2， 31 Iねたことがあった．その折，先生は「あまり

背のびして，無理をしなさんな」と， さとすように慈

愛あふれる御見郷をいただいたことがある．

その後，先雛が大学の仕飛で無理をしておられる様

なことが，みえたので「先生少し無理ではありません

か」とIilしあげた折， しみじみと話されたことは「無

理かな－, 11!"llはしたくない．併し大学は今，歴史の

流れのなかで激流に棹さしている時だ，乗りきるか〃

流されるか〃私は船頭として，なにがなんでも乗り

きらねばならぬ， さすれば，後は無珊をしなくてもよ

いであろう_|との言葉であった．私は先ｲkのこのI帥い

信念の程もわきまえず， うかつにも色々と批判めいた

ことをいった．その時先生は声を大にして「ただ一す

じの牌〃誠の棹さえあれば必ずやれるのです」

私にとって忘れる頑のできない言葉である．慈愛の

なかに厳としたきびしさのあった今は亡き先生を，静

かに恩蕊しつつ縦をおく． ("112学・教授）

、

は無揃と云うには不可能な場合がある．そこで外来通

院患者にも比較的手軽に行なえるようこれが私共に残

された使命である．

麻酔学そのものが現在発展の途上にあるとは云え，

学長から与えられた宿題が完全に慨告が|||来ないまま

他界されてしまった．私及び教宅として残念でありま

すが，今後私共の行う仕寵を遠くから眺めて蛾いて，

必ず御満足して戴けるよう心に縛っている．

（口|朧外科学・教授）

一

梅本芳夫

私が木学の前身大阪歯科医学WII1学校に学生として

入学したのは大正15年4月である．従って吉崎先生と

私が師弟の関係を結んでから40年になる．学生時代は

厳格な教育者として又信念に生きている先生として目

にうつっていた私の卒業する頃には朝比奈藤太郎校長

を中心に飯塚淳一郎教授が教務主任，吉崎縛信教授が

付属病院副院長，小野寅之助教授が離礎学の唯一人の

琳任教授として本学の為に頑張っておられるのに感激

し，微力ながら私も木学の発展に生涯をかけようと決

心したのである．畑孝一郎博士の棚指導で私が東京大

伝染病研究所へ派遣され水格的に細菌学の勉強を始め

帰校後，木学細菌学教室を創設することになった．終

戦後ドイツのカールツアイスの最商級の顕微鏡を購入

する時，最初に賛成して下さったのが当時総務部長を

しておられた吉崎先生であった．又JEMSG型電子

顕微鏡を買っていただいたのは吉崎光ﾉ|が学腱に就任

されてIII1もない頃であった．爾後これらの最新鋭の武

器を活用して無菌人唾液による細菌'12，免没学的研究

が広汎に発展して行ったのである．先生は昨年の夏頃

から急に弱られたが病臥中一言の苦揃の言葉も出さず，

陵1Fを後継者に托し長年の援助に謝辞を述べられ，眠

るが如く80才の生涯を閉じられた先生に私は古武士の

i師影を見るのです． （細菌学・教授）

二瓶一郎

私は吉lll＃学長が任用した最後の教授となった．先生

に接したのはこの時が初めてです．極めて協い期間な

がら傑出した御人物から感銘するものを多く受取った

その中で信念と実行力を身をもって示されたことは心

に深く刻まれた．

さて先ﾉkが御苦心なされたものに歯科理工学教室の

建設があった．それを未熟な私がお引受けして飾氷を

踏む思いだった．幸にして嬢備が予定の期|冊に間にあ

い，延設についてはある程度まで御満足いただいたと

聞いている．だが本当に御満足いただけるには未だ道

程があるのに，もう幽明境を異にしてしまわれた． し

かし，御在天の御懇は常に御照覧あるものと信じてい

る． これより歩みを進めるにあたり，先生の信念と実

行力をもって教察の発展に努力しその具現に迩進する

ことを御轆前にお秤いするものです．私は追憶でなく

新しい決意を述べて先生が安らかに神鉱まりますこと

を祈るものです． （伽科理工学・敬授）

へ

新 池 保

本学では昭和33年以来，毎年12月に動物慰懇祭を催

し，実験や実習のために犠牲となった諸動物の漉を祀

り供礎をｲjなっている． 「小さな命といえども粗末に
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